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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】生体情報に連動するスマートボードシステムを
提供する。
【解決手段】心電図データベースを具備した監視サーバ
ーと連動し、ユーザーの健康状態を心電図センサーを用
いてチェックし、前記の少なくとも一人のユーザーの健
康状態情報を生成し、それをユーザー状態監視サーバー
に伝送する少なくとも一つスマートボード、及び前記の
少なくとも一つスマートボードから受信した前記のユー
ザーの健康状態情報を分析し、ユーザーの健康状態を監
視するユーザー状態監視サーバー、を含む。
【効果】スマートボードユーザーの疲労度を測定するメ
カニズムとして話者と聴衆の状況別に適正なイベントを
行う効果がある。また、本発明によると、ユーザーはス
マートボードの使用の際、心電図情報を病院に伝送して
遠隔地の医者と診療相談を受けられる効果がある。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心電図データベースを備えた監視サーバーに連動してユーザーの健康状態を心電図セン
サーを用いてチェックし、前記の少なくとも一人のユーザーの健康状態情報を生成し、そ
れをユーザーの状態を監視するサーバーに伝送する少なくとも一つスマートボード；及び
前記の少なくとも一つのスマートボードから受信した前記のユーザーの健康状態情報を分
析し、ユーザーの健康状態を監視するユーザー状態監視サーバー；を含む生体情報に連動
するスマートボードシステム。
【請求項２】
前記のユーザー状態監視サーバーは、病院に具備され、前記のスマートボードが送信した
心電図データベースを保存し、ユーザーは前記のスマートボードを用い、遠隔地の医者と
画像通信が可能なことを特徴とする、請求項１に記載の生体情報に連動するスマートボー
ドシステム。
【請求項３】
　生体情報のデータベースを具備したユーザー状態監視サーバーに連動するスマートボー
ドにおいて、
生体情報を用いてユーザーの心電図を測定する生体情報認識部；
前記の生体情報認識部のユーザーの心電図情報を受信し、それに対応するイベントを出力
する出力部；
前記の生体情報認識部から前記のユーザーの心電図情報を入力してもらい、それを分析し
、前記のユーザーの疲労度情報と健康状態情報を生成し、それを前記のユーザー状態監視
サーバーに伝送するように通信部をコントロールする制御部；及び
前記の制御部の制御信号により、前記のユーザーの疲労度情報と健康情報を前記のユーザ
ー状態監視サーバーと送受信する通信部；を含むことを特徴とする生体情報に連動するス
マートボード。
【請求項４】
前記の生体情報認識部は、
周期的にユーザーの健康状態をチェックする動作を行い、前記のユーザーの心電図をセン
シングして、前記のユーザーの心電図情報を生成する測定モジュール；
前記のユーザーの心電図情報と疲労度の設定値が保存されたストレージモジュール：及び
前記のユーザーの心電図情報と疲労度の設定値との差を抽出する演算モジュールを含むこ
とを特徴とする請求項３に記載の生体情報に連動するスマートボード。
【請求項５】
前記の演算モジュールは、前記のユーザーの心電図情報を分析し、前記のユーザーの心電
図状態が疲労度の設定値とデータの差が基準値より大きい場合、ユーザーの健康状態が危
険状態と判断することを特徴する請求項４に記載の生体情報に連動するスマートボード。
【請求項６】
前記の疲労度の設定値は、最初の心電図の測定結果を用い、計算されることを特徴とする
、 請求項５に記載の生体情報に連動するスマートボード。
【請求項７】
前記のユーザーの健康状態が危険状態と判断される場合、前記の出力部はユーザーの心電
図情報と疲労度の設定値とのデータの差に対応する視覚及び音響的な効果を外部に表示し
てくれることを特徴とする請求項５に記載の生体情報に連動するスマートボード。
【請求項８】
　心電図に基づく疲労度の測定装置を具備した生体情報に連動するスマートボードの生体
疲労度の測定方法において、
当該ユーザーの心電図の波形を入力してもらい、ノイズを除去する段階；
各波形の基本形態を決めた後、ユーザーによる全体の波形の基本形態を決める段階；
波形の基本形態の変化を判断して該当する波形を分類する段階；
波形が分類されると、該当する波形の特徴を抽出する段階；
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抽出された特徴を基にユーザーの心電図情報と疲労度の設定値を比較する段階；
前記のユーザーの心電図情報と前記の疲労度の設定値のデータの差を抽出する段階；及び
前記のデータの差に対応するイベントを出力する段階を含む生体情報に基づく生体疲労度
の測定方法。
【請求項９】
前記の抽出された特徴を基に、ユーザーの心電図情報と疲労度の設定値を比較する段階は
、最初の心電図の測定結果を疲労度の設定値として設定する段階をより含むことを特徴と
する請求項８に記載の生体情報に基づく生体疲労度の測定方法。
【請求項１０】
前記のデータの差に対応するイベントを出力する段階は、抽出された差が危険状態に該当
する場合、病院の緊急救命室につなぎ、病院のサーバーにユーザーの心電図情報が伝送さ
れる段階をより含むことを特徴とする請求項８に記載の生体情報に基づく生体疲労度の測
定方法。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はスマートボードに関し、詳しくは、生体情報を基にスマートボードを制御する
システム及びその方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　大型ディスプレー技術の発展に伴い、既存の黒板やビームプロジェクターの代わりに電
子黒板が広く使われている。教育環境においては電子黒板を用い、効率の良い学習を行い
、ビジネスの現場ではプレゼンテーションなどの様々なコンテンツを表す用途して活用さ
れている。
最近、ＩＴ技術と医療情報技術の発達により、それらを融合した技術が生活現場と産業現
場の物に適用されている。このようなＩＴ医療融合技術は、診療の領域を病院内に留まら
ず、家庭、学校、会社に至るまで時空間の制限がなく、いつでもどこでも医療サービスに
接続可能になった。
疲労度測定には光電式容積脈波計を用いて測定された脈波から瞬間の心拍数を分離した後
、心拍の微細な変化率、すなわち、時間の変化による心拍動の周期的な変化を表す心拍変
異度の信号処理技術を用い、交感及び副交感神経の均衡の具合を定量的に分析し、それに
よりストレスの程度と自律神経の均衡状態および心血管の機能を同時に検査する装備が広
く使われている。また、心拍変異度、疲労の程度のようなデータを測定し、その測定した
データを使い、測定対象についての評価及び診断を行う診断装置が広く使われている。
しかし、従来には疲労度についての誤差が大きく、集中力を向上させる手段を提示するこ
とは困難であった。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、前記のような従来の技術を認識し案出されたものとして、スマートボードの
ユーザーが自ら疲労度を測定し、話者と聴衆の健康状態に伴う適切なイベントを行うこと
を目的とする。
【０００４】
本発明は、また、ユーザーが心電図の情報を病院に伝送し、遠隔地の医者との診療相談が
可能な生体情報に連動したスマートボードとそれのコントロール方法を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の技術的な課題を解決するための本発明の生体情報に連動するスマートボードシス
テムは、
心電図のデータベースを備えた監視サーバーと連動してユーザーの健康状態を心電図セン
サーを用いてチェックし、
前記の少なくとも一人のユーザーの健康状態情報を生成し、
それをユーザー状態監視サーバーに伝送する少なくとも一つのスマートボード；及び
前記の少なくとも一つのスマートボードから受信した前記のユーザーの健康状態を分析し
て、
ユーザーの健康状態を監視するユーザー状態監視サーバー；を含む。
【０００６】
　好適には、前記のユーザー状態監視サーバーは病院に具備され、前記のスマートボード
が送信した心電図データベースを保存し、ユーザーは前記のスマートボードを用い、遠隔
地の医者と画像通信ができる事を特徴とする。　
【０００７】
　本発明に伴う生体情報に連動するスマートボードは、生体情報のデータベースを具備し
たユーザー状態監視サーバーと連動するスマートボードにおいて、
　生体情報を用いユーザーの心電図を測定する生体情報認識部；
　前記の生体情報認識部のユーザーの心電図情報を受信し、それに対応するイベントを出
力する出力部；
　前記の生体情報認識部から前記のユーザーの心電図情報を入力してもらい、それを分析
し、前記のユーザーの疲労度情報と健康状態情報を生成し、それを前記のユーザー状態監
視サーバーに伝送するように通信部をコントロールする制御部；
及び、前記の制御部の制御信号により、前記のユーザーの疲労度情報と健康情報を前記の
ユーザーの状態監視サーバーと送受信する通信部；を含む。
【０００８】
好適には、前記の生体情報認識部は、周期的にユーザーの健康状態をチェックし、前記の
ユーザーの心電図をセンシングし、前期ユーザーの心電図情報を生成する測定モジュール
；
前記のユーザーの心電図情報と疲労度の設定値が保存されたストレージモジュール；
及び、前記のユーザーの心電図情報と疲労度の設定値との差を抽出する演算モジュールを
含む。
【０００９】
　好適には、前記の演算モジュールは、前記のユーザーの心電図情報を分析し、前記のユ
ーザーの心電図状態が疲労度の設定値とデータの差が基準値より大きい場合、ユーザーの
健康状態が危険状態と判断することを特徴とする。
【００１０】
好適には、前記の疲労度の設定値は、最初の心電図の測定結果を用いて計算することを特
徴とする。
【００１１】
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好適には、前記のユーザーの健康状態が危険状態と判断される場合、前記の出力部はユー
ザーの心電図情報と疲労度の設定値とのデータの差に対応する視覚及び音響的な効果を外
部に表示することを特徴とする。
【００１２】
　本発明による生体情報に基づく生体疲労度の測定方法は、心電図に基づく疲労度測定装
置を具備した生体情報に連動するスマートボードの生体疲労度の測定方法において、
　当該ユーザーの心電図の波形を入力してもらい、ノイズを除去する段階；
　各波形の基本形態を決めた後、ユーザーによる全体の波形の基本形態を決める段階；
　波形の基本形態の変化を判断し、該当する波形を分類する段階；
　波形が分類されると該当する波形の特徴を抽出する段階；
抽出された特徴を基に、ユーザーの心電図情報と疲労度の設定値を比較する段階；
前記のユーザーの心電図情報と前記疲労度の設定値のデータ差を抽出する段階；
及び、前記データの差に対応するイベントを出力する段階を含む。　
【００１３】
　好適には、前記の抽出された特徴を基に、ユーザーの心電図情報と疲労度の設定値を比
較する段階は、最初の心電図の測定結果を疲労度の設定値として決める段階をより含む。
【００１４】
　好適には、前記データの差に対応するイベントを出力する段階は、抽出された差が危険
状態に該当する場合、病院の救急救命室に連絡し、病院のサーバーにユーザーの心電図情
報が伝送される段階をより含む。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によると、スマートボートのユーザーが自ら疲労度を測定することにより話者と
聴衆の健康状態による適切なイベントを行う効果がある。
　また、本発明によると、スマートボードの使用の際、ユーザーの心電図情報を病院に伝
送し、遠隔地の医者と診療相談が出来る効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　本明細書に添付される次の図面は、本発明の好適な実施例を例示することであって、後
述する発明の詳細な説明と共に、本発明の技術思想をより理解させる役割を果たすもので
、本発明はそのような図面に記載された事項にだけ限定して解釈してはいけない。
【図１】本明細書の一例による生体情報に連動するスマートボードのシステム構成図であ
る。
【図２】本明細書の一例によるスマートボードの構成を概略的に図示したブロック図であ
る。
【図３】本明細書の一例による生体情報に基づく、生体疲労度の測定方法を示すフローチ
ャートである。
【図４】本明細書の一例によるスマートボードの生体情報認識によるイベント信号がディ
スプレー部に表示される例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下では、図面を参考し、本発明の好適な実施例を詳細に説明する。
以下の説明及び添付された図面において実質的に同一の構成要素は、各々同一の符号とし
て示すことにより、重複説明を省略する。また、本発明を説明するに当り、関連するお知
らせ機能或いは構成についての具体的な説明が本発明の要旨を理解するのに必要以上妨げ
になると判断した場合は、それについての詳細な説明は省略する。
【００１８】
　以下、添付された図面を参考し、本明細書に開示した実施例を詳細に説明するが、図面
符号に関係なく同一である或いは類似な構成要素は同一の参考番号を与え、それについて
重複する説明は省略する。また、本明細書に開示した実施例を説明するに当り、関連する
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公知技術ついての具体的な説明が本明細書に開示した実施例の要旨を理解するのに必要以
上妨げになると判断した場合は、その詳細な説明を省略する。また、添付された図面は、
本明細書に開示された実施例を分かりやすくするためであって、添付された図面により本
明細書に開示した技術的思想に制限されなく、本発明の思想及び技術範囲に含まれる全て
の変更、均等物乃至代替物を含むこととして理解されるべきである。
【００１９】
　本明細書において説明されるスマートボードは、携帯電話、スマートフォン（ＳＭＡＲ
Ｔ　ＰＨＯＮＥ）、ノート型パソコン（ＬＡＰＴＯＰ　ＣＯＭＰＵＴＥＲ），スマートボ
ード、デジタル放送用の端末機、ＰＤＡ（ＰＥＲＳＯＮＡＬ　ＤＩＧＩＴＡＬ　ＡＳＳＩ
ＳＴＡＮＴＳ）、ＰＭＰ（ＰＯＲＴＡＢＬＥ　ＭＵＬＴＩＭＥＤＩＡ　ＰＬＡＹＥＲ）、
ナビゲーション、スレートＰＣ（ＳＬＡＴＥ　ＰＣ）、タブレットＰＣ（ＴＡＢＬＥＴ　
ＰＣ）、ウルトラブック（ＵＬＴＲＡＢＯＯＫ）、ウエアラブルデバイス（ＷＥＡＲＡＢ
ＬＥ　ＤＥＶＩＣＥ）、例えば、ウォッチ型端末機（ＳＭＡＲＴＷＡＴＣＨ）、グラス型
端末機（ＳＭＡＲＴ　ＧＬＡＳＳ）、ＨＭＤ（ＨＥＡＤ　ＭＯＵＮＴＥＤ　ＤＩＳＰＬＡ
Ｙ）などが含まれる。
【００２０】
　図２は、本明細書に一例によるスマートボードの構成を概略的に図示したブロック図で
ある。
【００２１】
　上記のスマートボード（１００）は、通信部（１１０）、入力部（１２０）、生体情報
認識部（１３０）、センシング部（１４０）、出力部（１５０）、インターフェース部（
１６０）、メモリー（１７０）、制御部（１８０）及び電源供給部（１９０）などを含む
ことができる。図２に図示された構成要素はスマートボードを具現するに当たり、必須的
なものではなく、本明細書において説明されるスマートボードは、以上で並べた構成要素
より多い、または少ない構成要素を持つことができる。
【００２２】
　より詳細には、前記の構成要素の内、通信部（１１０）は、スマートボード（１００）
と通信システムの間、スマートボード（１００）と他のスマートボード（１００）の間、
または、スマートボード（１００）と外部サーバーとの間の無線通信を可能にする一つ以
上のモジュールを含むことができる。また、前記の通信部（１１０）は、スマートボード
（１００）を一つ以上のネットワークにつなぐ一つ以上のモジュールを含むことができる
。
【００２３】
　このような通信部（１１０）は、放送受信モジュール（１１１）、移動通信モジュール
（１１２）、無線インターネットモジュール（１１３）、近距離通信モジュール（１１４
）、位置情報モジュール（１１５）の内、少なくとも一つを含むことができる。
【００２４】
　入力部（１２０）は、映像信号の入力のためのカメラ（１２１）または映像入力部、オ
ーディオ信号の入力のためのマイクロフォーン（MICROPHONE,122）、またはオーディオ入
力部、ユーザーからの情報を入力してもらうためのユーザー入力部（１２３、例えば、タ
ッチキー（TOUCH KEY）、プッシュキー(MECHANICAL KEY)など）を含むことができる。
　入力部（１２０）から集めた音声データやイメージデータは分析され、ユーザーの制御
命令として処理することができる。              
【００２５】
　生体情報認識部（１３０）は、測定モジュール（１３１）、ストレージモジュール（１
３２）、演算モジュール（１３３）として構成される。生体情報認識部（１３０）は、生
体認識技術を用い、人間の生理学的、または行動上の特性を基に、個人の特徴を認証の手
段として活用する技術を活用する。生体認識に活用される認証手段としては、心電図だけ
でなく、指紋、網膜、虹彩、顔面、手、静脈、声、署名、DNAなどがある。
【００２６】
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　測定モジュール（１３１）は、当該ユーザーの心電図の波形を入力してもらう。また、
測定モジュール（１３１）は、認識されたユーザーの心電図の波形の基底線の雑音を除去
する。
【００２７】
　ストレージモジュール（１３２）は、測定モジュール（１３１）から入力したユーザー
の心電図の波形を保存する。初期ユーザーの心電図の波形を普段状態の疲労度の設定値と
して保存する。
【００２８】
　演算モジュール（１３３）は、測定モジュール（１３１）から入力された心電図の波形
の基本形態を決めた後、ユーザーによる全体の波形の基本形態を決める。演算モジュール
（１３３）は、心電図の波形の基本形態の変化を判断し、該当する波形を分類する。
　演算モジュール（１３３）は、心電図の波形が分類されると、ユーザー認識のため、該
当する心電図の波形の特徴を抽出する。演算モジュール（１３３）は、前記抽出された特
徴を基に、既に決められているコードのよりユーザーを認識できる認識情報を生成する。
　演算モジュール（１３３）は、認識情報を基に、ユーザー認識を行う。演算モジュール
（１３３）は、認識されたユーザーの心電図の波形をストレージモジュール（１３２）に
保存した心電図のデータと比較する。演算モジュール（１３３）は、初期の心電図の測定
値を平常状態の疲労度の設定値として設定し、その後の心電図の測定値を疲労度の設定値
と比較する。演算モジュール（１３３）は、心電図の測定値と疲労度の設定値を比較した
データの差を制御部（１８０）に送信すると制御部（１８０）は、データの差に該当する
イベント効果を出力するように出力部（１５０）をコントロールする。
【００２９】
　演算モジュール（１３３）は、検索された命令語を制御部（１８０）に送信し、制御部
（１８０）が検索された命令語により出力部（１５０）をコントロールする。
【００３０】
　センシング部（１４０）は、スマートボード内の情報、スマートボードを囲む周囲環境
の情報及びユーザーの情報の内、少なくとも一つをセンシングするための一つ以上のセン
サーを含むことができる。例えば、センシング部（１４０）は、生体認識センサー（１４
１、BIOMETRIC INFORMATION SENSOR）、近接センサー(142、PROXIMITY SENSOR)、照度セ
ンサー(143、ILLUMINATION SENSOR)、タッチセンサー(TOUCH SENSOR)、加速度センサー(A
CCELERATION SENNSOR)、磁気センサー(MAGNETIC SENSOR) 、重力センサー(G-SENSOR)、ジ
ャイロスコープセンサー(GYROSCOPE SENSOR)、モーションセンサー(MOTION SENNSOR)、RG
Bセンサー、赤外線センサー(IRセンサー:INFRARED SENSOR)、指紋認識センサー(FINGER S
CAN SENSOR)、超音波センサー(ULTRASONIC SENSOR)、光センサー(OPTICAL SENSOR、例え
ば、カメラ(121参考))、マイクロホン(MICROPHONE、122参考)、バッテリーゲージ(BATTER
Y GAUGE)、環境センサー（例えば、気圧計、湿度計、温度計、放射能感知センサー、熱感
知センサー、ガス感知センサーなど）、化学センサー（例えば、電子鼻、ヘルスケアセン
サーなど）の内、少なくとも一つを含むことができる。
一方、本明細書に開示されたスマートボードは、このようなセンサーの中で少なくとも二
つ以上のセンサーからセンシングされる情報を組み合わせて活用することもできる。
【００３１】
　出力部（１５０）は、視覚、聴覚または触覚などと関連した出力を発生させるためのも
ので、ディスプレー部（１５１）、音響出力部（１５２）、ハプティクスモジュール（１
５３）、光出力部（１５４）の内、少なくとも一つを含むことができる。ディスプレー部
（１５１）は、タッチセンサーと相互レイヤー構造を成すか一体型として形成されること
によって、タッチスクリーンを具現できる。このようなタッチスクリーンは、スマートボ
ード（１００）とユーザーとの間の入力インターフェースを提供するユーザー入力部（１
２３）として機能すると同時に、スマートボード（１００）とユーザーとの間の出力イン
ターフェースを提供することができる。
【００３２】
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　インターフェース部（１６０）は、スマートボード（１００）に連結される様々な種類
の外部の機器との通路の役割を果たす。このようなインターフェース部（１６０）は、有
・無線ヘッドホンポート（PORT）、外部充電式ポート（PORT）、有・無線データポート（
PORT）、メモリーカード（MEMORY CARD）ポート(PORT)、識別モジュールが具備された装
置を連結するポート（PORT）、オーディオI/O(INPUT/OUTPUT)ポート(PORT)、ビデオI/O(I
NPUT/OUTPUT)ポート(PORT)、イヤホンポート（PORT）の内、少なくとも一つを含むことが
できる。スマートボード（１００）においては、前記のインターフェース部（１６０）に
外部機器が連結されることに対応し、連結された外部機器と関連した適切な制御を行うこ
とができる。
【００３３】
　また、メモリー（１７０）は、スマートボード（１００）の多様な機能を支援するデー
タを保存する。メモリー（１７０）は、スマートボード（１００）から駆動される多数の
応用プログラム（APPLICATION PROGRAMまたはアプリケーション(APPLICATION)）、スマー
トボード（１００）の動作のためのデータ、命令語を保存することができる。このような
応用プログラムの内、少なくとも一部は、無線通信を通して外部のサーバーからダウンロ
ードすることができる。また、このような応用プログラムの内少なくとも一部は、スマー
トボード（１００）の基本的な機能（例えば、電話着信、発信機能、メッセージの受信、
発信機能）のため、出庫当時からスマートボード（１００）上に存在することができる。
一方、応用プログラムは、メモリー（１７０）に保存され、スマートボード（１００）上
に設置され、制御部（１８０）により前記のスマートボードの動作（または機能）が行わ
れるよう、駆動することができる。
【００３４】
　制御部（１８０）は、前記の応用プログラムと関連する動作以外にも、通常的にスマー
トボード（１００）の全般的な動作を制御する。制御部（１８０）は以上で調べた構成要
素を通して入力または出力される信号、データ、情報などを処理したり、メモリー（１７
０）に保存された応用プログラムを駆動することによって、ユーザーに適切な情報または
機能を提供または処理できる。
【００３５】
　また、制御部（１８０）は、メモリー（１７０）に保存された応用プログラムを駆動す
るため、図２と共に調べた構成要素の内、少なくとも一部をコントロールすることができ
る。さらに、制御部（１８０）は、前記の応用プログラムの駆動のため、スマートボード
（１００）に含まれた構成要素の内、少なくとも二つ以上を互いに組み合わせて動作でき
る。
【００３６】
　電源供給部（１９０）は、制御部（１８０）の制御の下に、外部の電源、内部の電源の
印加を受け、スマートボード（１００）に含まれた各構成要素に電源を供給する。このよ
うな電源供給部（１９０）はバッテリーを含み、前記のバッテリーは内蔵型または取り替
えの可能な形のバッテリーとして使える。
【００３７】
　前記の各構成要素の内少なくとも一部は、以下で説明する多様な実施例によるスマート
ボードの動作、コントロール、または制御方法を具現するため互いに協力して動作するこ
とができる。また、前記のスマートボードの動作、コントロール、または制御方法は、前
記のメモリー（１７０）に保存された少なくとも一つの応用プログラムの駆動により、ス
マートボード上に具現できる。
【００３８】
　一方、センシング部（１４０）は、スマートボード内の情報、スマートボードを囲む周
囲の環境情報及びユーザー情報の内、少なくとも一つをセンシングし、それに対応するセ
ンシング信号を発生させる。制御部（１８０）は、このようなセンシング信号に基づき、
スマートボード（１００）の駆動または動作を制御したり、スマートボード（１００）に
設置された応用プログラムと関連したデータの処理、機能または動作を行うことができる
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。センシング部（１４０）に含まれる多様なセンサーの内、代表的なものに対して、より
詳細に調べてみる。
【００３９】
　近接センサー（１４１）は、所定の検出面に接近する物体、あるいは近くに存在する物
体の有無を電磁界の力または赤外線などを用い、機械的な接続なしに検出するセンサーを
称する。このような近接センサー（１４２）は、以上で調べたスクリーンにより囲まれる
スマートボードの内部領域または前記のタッチスクリーンの近くに近接センサー（１４１
）が配置される。
【００４０】
　近接センサー（１４１）の例としては、透過型光電センサー、直接反射型光電センサー
、ミラー反射型光電センサー、高周波発信型近接センサー、静電容量型近接センサー、磁
気型近接センサー、赤外線近接センサーなどがある。タッチスクリーンが静電式の場合は
、近接センサー（１４１）は、伝導性を持つ物体の近接による電界の変化で前記の物体の
近接を検出するように構成できる。この場合、タッチスクリーン（またはタッチセンサー
）自体が近接センサーとして分類することができる。
【００４１】
一方、説明の便利のため、タッチスクリーン上に物体が接続しないまま近接され、前記の
物体が前記のタッチスクリーン上に位置することが認識できるようにする行為を「近接タ
ッチ（PROXIMITY TOUCH）」と命名し、前記タッチスクリーン上に物体が実際に接続され
る行為を「接続タッチ(CONTACT TOUCH)」と命名する。前記のタッチスクリーン上に物体
が近接タッチされる位置というのは、前記の物体が近接タッチされる時、前記の物体が前
記のタッチスクリーンに対して垂直に対応する位置を意味する。前記の近接センサー（１
４２）は、近接タッチと、近接タッチパターン（例えば、近接タッチの距離、近接タッチ
の方向、近接タッチの速度、近接タッチの時間、近接タッチの位置、近接タッチの移動状
態など）を感知することができる。一方、制御部（１８０）は、このように、近接センサ
ー（１４１）を通して感知された近接タッチ動作及び近接タッチのパターンに相応するデ
ータ（または情報）を処理し、さらに、処理されたデータに対応する視覚的な情報をタッ
チスクリーン上に出力することができる。また、制御部（１８０）は、タッチスクリーン
上の同一の地点に対するタッチが、近接タッチであるかまたは、接続タッチであるかによ
って、互いに違う動作またはデータ（または情報）が処理されるように、スマートボード
（１００）をコントロールすることができる。
【００４２】
　タッチセンサーは、抵抗膜方式、静電容量方式、赤外線方式、超音波方式、磁気場方式
など様々なタッチ方式の内、少なくとも一つを用い、タッチスクリーン（またはディスプ
レー部（１５１））に加わるタッチ（またはタッチ入力）を感知する。
【００４３】
　一例として、タッチセンサーは、タッチスクリーンの特定部位に加わる圧力または特定
部位に発生する静電容量などの変化を電気的な入力信号として変換するように構成される
。タッチセンサーは、タッチスクリーン上にタッチを加えるタッチの対象体がタッチセン
サー上にタッチされる位置、面積、タッチする際の圧力、タッチの際の静電容量などを検
出できるよう、構成することができる。ここで、タッチの対象体は、前記のタッチセンサ
ーにタッチを印加する物体として、例えば、指、タッチペンまたはスタイラスペン(STYLU
S PEN)、ポインターなどが使える。
【００４４】
　このように、タッチセンサーに対するタッチ入力がある場合、それに対応する信号は、
タッチ制御器に送られる。タッチ制御器は、その信号を処理した後、対応するデーターを
制御部（１８０）に伝送する。それで、制御部（１８０）は、ディスプレー部（１５１）
のある領域にタッチしたかが分かる。
ここで、タッチ制御器は、制御部（１８０）と別途の構成要素である場合もあって、制御
部（１８０）その自体であることもできる。
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【００４５】
　一方、制御部（１８０）は、タッチスクリーン（またはタッチスクリーン以外に具備さ
れたタッチキー）をタッチする、タッチ対象体の種類のよって、互いに違うコントロール
を行ったり、同一のコントロールを行うことができる。タッチ対象体の種類のよって、互
いに違うコントロールを行うかまたは同一のコントロールを行うかは、現在スマートボー
ド（１００）の動作状態または実行中の応用プログラムによって決められる。
【００４６】
　一方、前述したタッチセンサー及び近接センサーは、独立的にまたは組み合わせて、タ
ッチスクリーンに対するショット（またはタップ）タッチ(SHORT TOUCH)、ロングタッチ(
LONG TOUCH)、マルチタッチ(MULTI TOUCH)、ドラックタッチ(DRAG TOUCH)、フリックタッ
チ(FLICK TOUCH)、ピンチインタッチ(PINCH-IN TOUCH)、ピンチアウトタッチ(PINCH-OUT 
TOUCH)、スワイプタッチ(SWYPE TOUCH)、ホバリングタッチ(HOVERING TOUCH)などのよう
な、多様な方式のタッチをセンシングすることができる。
【００４７】
　超音波センサーは、超音波を用い、感知対象の位置情報を認識できる。一方、制御部（
１８０）は、光センサーと複数の超音波センサーから感知される情報を通じて、波動発生
源の位置を算出することが可能である。波動発生源の位置は、光が超音波よりはるかに速
い性質、すなわち、光が光センサーに到達する時間が超音波が超音波センサーに到達する
時間よりはるかに速いことを利用し、算出することができる。より詳細には、光を基準信
号として超音波が到達する時間との時間差を用いて、波動の発生源の位置が算出できる。
【００４８】
一方、A/V入力部（１２０）の構成として調べた、カメラ（１２１）は、カメラセンサー
（例えば、CCD,CMOSなど）、フォトセンサー（またはイメージセンサー）及びレーザーセ
ンサーの内、少なくとも一つを含む。
【００４９】
　カメラ（１２１）とレーザーセンサーは互いに組み合わされ、３次元の立体映像につい
ての感知対象のタッチを感知できる。フォトセンサーはディスプレー素子に積層されるが
、このようなフォトセンサーは、タッチスクリーンに近接した感知対象の動きをスキャニ
ングするようにできている。より詳細には、フォトセンサーは行・列にPHOTO DIODEとTR(
TRANSISTOR)を実装して、PHOTO DIODEに印加される光の量によって変化する電気的な信号
を使い、フォトセンサー上に置かれる内容物をスキャンする。すなわち、フォトセンサー
は、光の変化量による感知対象の座標の計算を行い、それによって、感知対象の位置情報
が獲得できる。
【００５０】
　ディスプレー部（１５１）は、スマートボード（１００）から処理される情報を表示（
出力）する。例えば、ディスプレー部（１５１）は、スマートボード（１００）から駆動
される応用プログラムの実行画面の情報、またはこのような実行画面情報によるUI(USER 
INTERFACE)、 GUI(GRAPHIC USER INTERFACE)情報を表示できる。
　また、前記のディスプレー部（１５１）は、立体映像を表示する立体ディスプレー部と
して構成することができる。前記の立体ディスプレー部には、ステレオスコピック方式（
眼鏡方式）、オートステレオスコピック方式（無眼鏡方式）、プロジェクション方式（ホ
ログラフィック方式）などの３次元ディスプレー方式が適用される。
【００５１】
　図３は、生体情報に基づく生体疲労度の測定方法を示したフローチャートである。
【００５２】
　図３を参考すると、生体情報に基づく生体疲労度の測定方法は、心電図に基づく疲労度
の測定装置を具備した生体情報に連動するスマートボードの生体疲労度の測定方法におい
て、当該ユーザーの心電図の波形を入力してもらい、ノイズを除去する段階（Ｓ３１０）
；
波形の基本形態を決めた後、ユーザーによる全体の波形の基本形態を決める段階（Ｓ３２
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０）；
波形の基本形の変化を判断して該当する波形を分類する段階（Ｓ３３０）；
波形が分類されると該当する波形の特徴を抽出する段階（Ｓ３４０）；
抽出された特徴を基にユーザーの心電図情報と疲労度の設定値を比較する段階（Ｓ３５０
）；
前記のユーザーの心電図情報と前記の疲労度の設定値のデーターの差を抽出する段階（Ｓ
３６０）；及び
前記データの差に対応するイベントを出力する段階（Ｓ３７０）を含む。
【００５３】
　図４は、本明細書によるスマートボードの生体情報認識によるイベント信号がディスプ
レー部に表示される例示図である。
【００５４】
　図４を参考すると、本発明の一例において、生体情報認識部（１３０）の測定モジュー
ル（１３１）がユーザー（３００）の心電図を測定し、それを演算モジュール（１３３）
に送信すると、生体情報認識部（１３０）から設定値に対応する疲労度を計算し、制御部
（１８０）は、出力部（１５０）をコントロールし、疲労度の結果値に対応するイベント
（１，２）を発生する。初期の心電図の測定値を疲労度の設定値として設定する。イベン
ト（１，２）は、ディスプレー部（１５１）にアイコンの形で出力することもでき、音響
出力モジュール（１５２）の音響として出力することもできる。疲労度の結果値が疲労度
の設定値より小さいと普段の状態のイベント（１）が出力され、疲労度の結果値が疲労度
の設定値より大きいと疲労状態のイベント（２）が出力される。万が一、複数のスマート
ボードがWANまたはINTERNETを使ってネットワークとして構成されている場合、画像チャ
ット画面にユーザーの画面や絵文字が普段状態のイベント（１）であるか、または疲労状
態のイベント（２）であるかを確認して遠隔地の相手のチャットまたは業務状態を確認す
ることができる。
【００５５】
　図４に図示されたイベントの形態及び含まれたアイコンの数及び種類は一つの例示に過
ぎず、出力部（１５０）の機能を実現するため様々なモジュールの作用によるアイコン、
音響だけでなく、香、拡張現実、ホログラムなど様々な方法を使うことができる。
【００５６】
　本明細書は、前記の構成の精神及び必須的な特徴から離れない範囲内で、他の特定した
形態に具体化できることは当業者には自明なことである。前記の詳細な説明は全ての面に
おいて制限的に解釈されてはいけなく、例示的なものとして考慮すべきである。本明細書
の範囲は添付された請求項の合理的な解釈により決定されるべきであり、本明細書の等価
的な範囲内でのすべての変更は本発明の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００５７】
１００：スマートボード
１１０：通信部
１２０：入力部
１３０：生体情報認識部
１４０：センシング部
１５０：出力部
１６０：インターフェース部
１７０：メモリー
１８０：制御部
１９０：電源供給部
２００：サーバー
３００：ユーザー
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